
昔
な
が
ら
の
米
作
り
を
体
験

高
森
中
央
小
学
校
５
年
生

広 報
A public relations magazine

11
November

平成22年

野
の
花
と

　

風
薫
る
郷
か
ら

No.615



2 Takamori.2010.1123

●
「
ふ
菜
や
き
」
っ
て
ど
ん
な
食
べ
物

　

正
式
名
称
は
、『
大
塚
さ
ん
ち
の

「
ふ
菜
や
き
」
ク
レ
ー
プ
風
』。
阿
蘇

高
菜
に
ゴ
マ
や
か
つ
お
節
を
入
れ
て

油
で
い
た
め
、
重
曹
を
使
わ
な
い
薄

い
ク
レ
ー
プ
風
の
小
麦
粉
生
地
で
包

ん
で
焼
い
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
や

つ
や
お
つ
ま
み
向
き
の
軽
食
で
す
。

●
開
発
の
き
っ
か
け

　

町
商
工
会
女
性
部
（
甲
斐
和
子
部

長
、
約
70
人
）
は
、
高
森
町
内
に
伝

わ
る
家
庭
料
理
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
農
産
品
や
食
材
を
使
っ
た
、

あ
た
ら
し
い
郷
土
料
理
と
し
て
「
ふ

菜
や
き
」
は
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
大

高
森
町
商
工
会
女
性
部

『
ふ
菜
や
き
』

で
ま
ち
お
こ
し

熊
本
県
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会

甲
斐
和
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞

　

10
月
13
日
、
熊
本
市
富
合
町
の
ア
ス
パ
ル

富
合
で
県
商
工
会
女
性
部
の
「
主
張
発
表
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
９
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
が
活
動
内
容
や
地
域
活
性
化
へ

の
思
い
な
ど
を
発
表
。
最
優
秀
賞
に
は
高
森

町
商
工
会
女
性
部
長
の
甲
斐
和
子
さ
ん
（
草

部
・
社
倉
）
が
見
事
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
女
性
部
員
の
意
識
向
上
な

ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

今
回
で
11
回
目
と
な
り
、
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

甲
斐
さ
ん
は
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・

ま
ち
づ
く
リ
」
と
題
し
て
発
表
。
今
回
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
ふ
菜
や
き
」
を
開

発
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
さ
れ
栄
え
あ
る
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
斐
さ
ん
は
県
代
表
と
し
て
、
来
年
夏
に

沖
縄
県
で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
九
州
大
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

塚
さ
ん
（
女
性
部
員
）
の
祖
母
が
、

お
客
を
も
て
な
す
時
に
よ
く
作
っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

●
今
後
の
展
開

　

昨
年
は
、「
第
15
回
く
ま
も
と
物

産
フ
ェ
ア
」
で
も
実
演
販
売
し
、
こ

の
物
産
フ
ェ
ア
に
出
展
さ
れ
た
約
１
，

０
０
０
点
の
商
品
群
の
中
か
ら
「
首

都
圏
流
通
関
係
者
が
発
掘
し
た
逸
品

55
選
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
同

部
は
「
今
後
も
感
想
を
聞
い
て
改
良

を
加
え
、
町
の
特
産
品
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
で
目
に
す
る

「
ふ
菜
や
き
」。
10
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
秋
の

味
ま
つ
り
＆
収
穫
祭
」
に
も
出
店
し
、
好
評
を
博

し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
開
発
元
で
あ
る
町
商
工

会
女
性
部
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

▲年齢を問わず幅広い世代に人気の「ふ菜やき」 ▲町商工会女性部のみなさん
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■お問い合わせ先
　総務課財政係
　℡０９６７−６２−１１１１
　内線２１０

　

今
回
、
高
森
町
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
要

綱
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ

る
さ
と
高
森
町
」
を
応
援
し
た
い
、
恩
返

し
を
し
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
い
っ
た
納

税
者
の
気
持
ち
を
寄
附
と
い
う
か
た
ち
で

実
現
で
き
る
制
度
で
す
。

　
町
外
に
お
住
ま
い
の
兄
弟
の
方
々
や
子

ど
も
さ
ん
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
住
ま
い
の
自
治
体
へ
納
税
さ
れ

て
い
る
個
人
住
民
税
及
び
所
得
税
の
一
部

を
、「
ふ
る
さ
と
高
森
町
」
へ
、
寄
附
と

い
う
か
た
ち
で
納
税
で
き
る
制
度
で
す
。

　

一
定
の
限
度
内
で
寄
附
さ
れ
る
と
、
実

質
的
に
負
担
さ
れ
る
金
額
は
、
約
４
，
０

０
０
円
～
５
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※�

寄
附
を
し
た
翌
年
に
確
定
申
告
を
す
る

と
、
寄
附
金
の
う
ち
３
，
８
０
０
円
～

５
，
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
の
金
額

が
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

※�

た
だ
し
、
控
除
さ
れ
る
金
額
に
は
上
限

が
あ
り
ま
す
。

　

寄
附
金
控
除
は
、
毎
年
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、

継
続
し
て
「
ふ
る
さ
と
高
森
町
」
を
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

ポ
イ
ン
ト
２

ポ
イ
ン
ト
３

寄附金控除の計算イメージ（具体例）
給与収入700万円で夫婦子2人のケース

所得税の限界税率10%
住民税額　293,500円

自己負担4,700円

寄 附 金　40,000円

税控除額　35,300円

寄
附
金
控
除
対
象
外
２
、０
０
０
円

寄
附
金
控
除
対
象
外
５
、０
０
０
円

所得税
控除対象額
38,000円

住民税
控除対象額
35,000円

3,800円

31,500円
35,000円
×90％

10%基本控除
80%特例控除

38,000円
×10％[　　]

[　  　　]

※個人住民税所得割額の1割が、住民税の特例控除額の上限になります。
＝（上図の場合、29,350円）

※確定申告をしますと、寄附された年分の所得税還付と、翌年度分の
　個人住民税の税額控除が受けられます。

[所得税] [住民税]

ふるさと納税（寄附金）の流れ

①申込み（電話等）

納付書の送付等

寄付金受領証明書の送付

所得税の還付

住民税の軽減
連絡

②寄附金納付

③確定申告

高
森
町

最
寄
り
の
税
務
署

ふ
る
さ
と
高
森
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方

住所地の市区町村

ふるさと高森町を
　応援してください!!
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○設置の目的
　１．二酸化炭素排出量の削減（地球温暖化対策）
　２．環境教育（教材として活用）
　３．省エネ（学校の電力として利用）
　　※高森中学校は売電します。
　４．防災機能（被災時の非常用電源としても活用）
○財　　源
　安全・安心な学校づくり交付金　　　　 50％
　地域活性化・公共投資臨時交付金　　　 45％
　地域活性化・経済危機対策臨時交付金　　５％

高
森
中
学
校
・
高
森
東
中
学
校

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
に
問
題
を
残
さ
な
い
た
め
に

も
、
自
然
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
「
太
陽
光
発
電
」
は
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
の
た
め
有
効
な
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○高森中学校太陽光発電設置工事
　設計監理：バオプラーン熊本（熊本市尾ノ上）
　施　　工：旭電業株式会社（熊本市田迎）
　総工事費：47,549,848 円
　工事内容：京セラ製太陽光発電パネル 393 枚設置
　発  電  量：70kw
○高森東中学校太陽光発電設置工事
　設計監理：バオプラーン熊本（熊本市尾ノ上）
　施　　工：有限会社嶋田電設（高森町）
　総工事費：11,812,500 円
　工事内容：京セラ製太陽光発電パネル 48 枚設置
　発  電  量：10kw

▲上段が高森中学校校舎に設置された太陽光パネル
　下段が高森東中学校グラウンドに設置された太陽光パネル

▲高森中学校の中庭に設置された太陽光パネル

▲両中学校には発電量を表示する電光掲示板も設置
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平
成
21
年
度
か
ら
整
備
し
て
お
り

ま
し
た
移
動
通
信
用
（
携
帯
電
話
）

の
鉄
塔
施
設
及
び
関
連
事
業
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
字
河
原
（
市
野

尾
・
上
玉
来
・
河
原
）、
大
字
尾
下

（
大
畑
・
牧
戸
）、大
字
津
留
（
永
野
）、

大
字
矢
津
田
（
高
尾
野
）
地
域
内
に

お
い
て
、
地
形
の
関
係
上
電
波
障
害

の
あ
る
一
部
を
除
き
不
通
地
域
の
解

消
が
図
ら
れ
、
情
報
通
信
環
境
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
整
備
後
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
携
帯
電
話
が
通
じ
に
く

い
地
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
電
気

通
信
事
業
者
に
不
通
地
域
解
消
を
要

望
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
携
帯
電
話
基
地
局

整
備
事
業
（
国
の
補
助
事
業
）
に
対

応
し
て
い
る
電
気
通
信
事
業
者
は
株

式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
あ
り
、
他

の
電
気
通
信
事
業
者
は
都
合
に
よ
り

今
回
の
事
業
に
は
参
加
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

携帯電話基地局
整備工事が
完了しました

【平成22年 10月１日からサービス開始】

▲大字河原・市野尾基地局

▲大字尾下・大畑基地局

▲大字河原・上玉来基地局

▲大字尾下・大畑東基地局

▲大字河原・河原基地局

▲大字尾下・大畑南基地局

▲大字津留・永野基地局

▲大字矢津田・高尾野基地局

▲大字尾下・牧戸基地局
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世
界
文
化
遺
産
と
な
る
に
は
、
日
本
国

内
に
お
け
る「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表（
暫

定
リ
ス
ト
）」
に
載
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
「
暫
定
リ
ス
ト
」
と
は
、
日

本
政
府
が
今
後
10
年
程
度
の
間
に
ユ
ネ
ス

コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
へ

世
界
遺
産
の
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
予
定

リ
ス
ト
の
こ
と
で
す
。
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
の
候
補
の
中
で
条
件
の
整
っ
た
も

の
が
、
１
年
に
１
件
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
、
世
界
遺
産
の
登

録
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
※
別
表
①
参
照
）

　

前
回
の
暫
定
リ
ス
ト
掲
載
へ
の
挑
戦
は
、

平
成
19
年
に
文
化
庁
が
行
っ
た
世
界
文
化

遺
産
候
補
の
公
募
で
し
た
。
阿
蘇
郡
市
７

市
町
村
と
熊
本
県
は
共
同
で
「
阿
蘇
―
火

山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
と
し

て
提
案
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も

暫
定
リ
ス
ト
入
り
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、

「
我
が
国
の
暫
定
リ
ス
ト
に
も
未
だ
見
ら

れ
な
い
分
野
の
資
産
で
あ
り
、
将
来
的
な

記
載
候
補
と
な
り
得
る
可
能
性
は
あ
る
」

と
し
て
継
続
審
議
の
中
で
も
最
上
位
の
評

価
を
得
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
後
暫
定
リ
ス
ト
掲
載
へ
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
際
に
は
、
学
術
的
な
価

値
の
証
明
や
保
護
措
置
な
ど
の
条
件
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。（
※
別
表
②
参
照
）

　

暫
定
リ
ス
ト
掲
載
へ
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
際
の
条
件
は
、
阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
の

構
成
資
産
が
国
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
る
こ
と
で
ク
リ
ア
で
き
ま
す
。（
※
別

表
③
参
照
）

阿
蘇
神
社
が
す
で
に
国
の
指
定
重
要
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
構
成
資

産
も
指
定
さ
れ
る
過
程
で
そ
の
価
値
が
学

術
的
に
証
明
さ
れ
、
同
時
に
保
護
措
置
を

行
う
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
文
化
財
指
定
に
は
、
所
有

者
な
ど
、
各
種
権
利
者
の
同
意
が
必
要
で

す
。
今
後
、
構
成
資
産
の
権
利
者
の
方
々

に
国
文
化
財
指
定
の
同
意
を
お
願
い
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
に
は

●
国
の
文
化
財
と
し
て
の
指
定

●
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

　
い
た
る
ま
で

名　称 文化財種別 文化財指定状況 所在市町村

阿蘇の文化的景観 文化的景観 未選定
阿蘇市、南小国町、
小国町、産山村、高森町、
南阿蘇村、西原村

米塚 名勝 未指定 阿蘇市

中央火口丘群 天然記念物 未指定 阿蘇市、高森町、
南阿蘇村

阿蘇神社 建造物 国指定（重要文化財） 阿蘇市
中通古墳群 史跡 県指定 阿蘇市
豊後街道　歴史の道 史跡 未指定 阿蘇市、産山村

構成資産（平成22年4月現在）　　　　　　　　　　　　　　　別表③

別表②

世界遺産に登録されるためには　　　　　　　　別表①

世界文化遺産
登録に向けて

No3
「
登
録
へ
の
挑
戦
」

日本政府による
暫定リストの提出 

日本政府による
推  薦

世界文化遺産になるための条件

専門家団体による
評  価

世界遺産委員会による
審査・決定

日本政府が暫定リストをユネスコ世
界遺産委員会に提出。 

日本政府は暫定リストに基づいて国
内の遺産を世界遺産委員会に推薦。

専門家の国際ＮＧＯ団体が客観的に
評価。

ユネスコ世界遺産委員会が評価結果に
したがって審査し、登録の可否を決定。

①世界遺産登録の基準に適合すること。
　⇒世界的な価値があり、物語があること。
②国内において万全な保護措置が取れていること。
　⇒国指定の文化財であること。
③周辺も含めたよい環境があること。
　⇒資産を守るために周辺の景観や環境を保全する区
　　域をつくること。
④将来にわたって守るための計画があること。
　⇒継続的に環境や資産を守って行く保存管理計画を
　　策定すること。

⇒文化遺産としての価値を証明し、さらにその
価値を守るための方法を検討すること
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Ｑ　身に覚えのない業者から、インターネットサイトの利用料金を払うようにという通知が届
きました。通知には３日以内に支払いや連絡をしないと裁判になるなどと書かれています。
どうしたらよいですか。

法律問題Ｑ＆Ａ　― 架空請求 ―

Ａ　最近、利用した覚えのないサービスなどの代
金を請求する、いわゆる「架空請求」が横行し
ています。ご相談の件については、ご自身やご
家族を含めて利用したことがないというのであ
れば「架空請求」の可能性が高く、無視するの
が安全です。通知に記載されている連絡先に連
絡をすると、電話番号などを知られてしまう恐
れがありますので絶対にしないでください。な
お、架空請求業者は、公的機関のような名称で
通知を送ってくることがありますので注意が必
要です。心配なときは記載されている連絡先に
連絡せず、役場や法律の専門家にご相談される
ことをお勧めします。
　　ただし、民事訴訟や支払督促などの裁判手続
を使って請求された場合、何もしないで放置す
ると、裁判所が相手方の請求をそのまま認めて

しまう可能性があります。差出人として裁判所
の名前や所在地が書かれている書類が届いた場
合、電話帳などで連絡先が間違いなく裁判所か
調べた上で問い合わせをして、書類が本物かど
うか確認することが大切です。

　　　　　　　　　　　　法テラス高森法律事務所

草
部
南
部
地
区
体
育
祭
・
草
部
北
部
地
区
交
友
会
体
育
祭
・
野
尻
北
部
区
民
体
育
祭

地
区
の
融
和
と
親
睦
を
深
め
る

　

10
月
は
町
内
の
各
地
区
で
た
く
さ
ん
の
体
育

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
３
日
は
、
旧

草
部
中
学
校
体
育
館
で
「
草
部
南
部
地
区
体

育
祭
」、
10
月
11
日
は
、
旧
草
部
北
部
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
草
部
北
部
地
区
交
友
会
体
育

祭
」、
10
月
17
日
は
、
旧
河
原
中
学
校
体
育
館
で

「
野
尻
北
部
区
民
体
育
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
住
民
、
老
人
会
や
婦
人
会
、

消
防
団
な
ど
が
参
加
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
綱
引
き
や
パ
ン
食
い
競

争
な
ど
の
競
技
で
は
白
熱
す
る
場
面
も
多
々
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

雨
天
に
よ
り
室
内
で
の
開
催
と
な
っ
た
地
区

も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
区
の
融
和
と
親
睦
を
さ

ら
に
深
め
ま
し
た
。

▲白熱した綱引き
　（草部南部地区体育祭）

▲飴食い競争で顔が真っ白に
　（草部北部地区交友会体育祭）

▲パン食い競争で悪戦苦闘する子どもたち
　（野尻北部区民体育祭）
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▼写真左から岩下武尚さん、藤本町長

平成22年度　百歳到達者祝状・銀杯伝達
岩下武尚さん（高森・森）を
藤本町長が表敬訪問
　岩下武尚さんがめでたく 100 歳を迎えられ、9月 20日に
藤本正一町長が表敬訪問しました。岩下さんは明治 44年３
月25日生まれ。内閣総理大臣からの祝状と町からの表彰状・
記念品が贈られ、岩下さんは笑顔で受け取られていました。
これからも、健康で元気にお過ごしください。

町内各地で敬老会開催
長寿を盛大に祝す
　９月 20日は「敬老の日」。町内
でも 9 月 18 日から 20 日にかけ
て 19 箇所で地域の協力の下、敬
老会が開催されました。本年度の
75 歳以上の対象者は 1,383 人。
来賓からの祝辞の後、全員で会食
を楽しみました。また、各地区ご
とに趣向を凝らしたステージ披露
や歌やカラオケなどが行われ参加
者は終始和やかな雰囲気を楽しん
でいました。

▼和やかな雰囲気の中、参加者は食事やカラオケなどを楽しみました

ダイヤモンド婚
今年のダイヤモンド婚（結婚
60 年）の方です。これから
も夫婦円満で健やかにお過
ごしください。 三井　和巳さん（81）

　　　久子さん（82）
　　　　（高森・上町）

祝
100歳
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▲お父さんお母さんに手伝ってもらいながら作る子どもたち

老人クラブ演芸大会
明るく元気なお年寄り大集合
　９月 25日、高森中学校体育館で「第 40回高森町老人
クラブ演芸大会」が開催されました。これは町老人クラ
ブ連合会（佐藤徹会長）が毎年行っているもので、各老
人クラブはこの日までに練習してきた歌や踊りを熱演。
参加者たちは和やかな雰囲気の中、笑いあり涙ありのス
テージを楽しみました。

親子交流事業
鹿の角を使ってアクセサリーづくりに挑戦
　町青少年育成町民会議支部の「親子交流事業」が、９
月 18日に観光交流センターで行われました。町内の小学
校の児童と保護者が、熊本県立装飾古墳館職員の指導を
受け鹿の角を使ってアクセサリーづくりに挑戦。親子水
入らずの時間を楽しく過ごした子どもたちは、自分だけ
のアクセサリーをうれしそうに持ち帰っていました。

▲歌や踊り、民謡など40のプログラムで盛り上がりました

陸上自衛隊北熊本駐屯地第8偵察隊
津留地区で山地機動訓練
　陸上自衛隊北熊本駐屯地第 8偵察隊が、9月 29 日から
30 日にかけて津留地区で山地機動訓練を行いました。第
8偵察隊員は朋遊館を中心として、徒歩行進や柔剣道など
の格闘訓練などを実施。期間中は朋遊館周辺の草刈りや
清掃活動にご協力いただき、夜には地元自衛隊父兄会と
の交流会なども行われました。

草部南部地区「交通安全キャンペーン」
安全運転を呼びかける
　９月 29日、交通安全協会草部南部支部（江藤明徳支部
長）が国道 325 号線の奥阿蘇キャンプ場前で秋の全国交
通安全運動に伴う「交通安全キャンペーン」を実施しま
した。これは、高森東小学校と合同で毎年実施されてい
るものです。高森東小学校の児童たちがパンフレットと
タオルをドライバーに手渡し、「安全運転をしてください」
と声をかけていました。

▼安全運転を呼びかける高森東小学校の児童

▼第8偵察隊員と地元自衛隊父兄会との交流会の様子
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▼写真左下は、選手宣誓を行った後藤文数さんと後藤ケサ子さん

ねんりんピック2011熊本
グラウンド・ゴルフ交流大会
南部忠平記念大会にあわせてリハーサル大会を開催
　10月３日、休暇村南阿蘇で「ねんりんピック 2

ふ れ 愛

011 熊本グラウンド・ゴルフ
リハーサル大会」が開催されました。これは、来年高森町で開催される、ねん
りんピック 2

ふ れ 愛

011 熊本グラウンド・ゴルフ交流大会に備え、南部忠平記念大会
とあわせて行われたものです。参加者は本大会さながらの真剣な眼差しで熱戦
を繰り広げました。

ふ れ 愛

第２１回ふれあいフェスタ in 高森寮
多彩なステージに歓声
　10月 10日に立正福祉会高森寮で「ふれあいフェスタ」
が開催されました。天候にも恵まれ朝からたくさんの人
が来場し、テントで売られる食べ物やフリーマーケット
などの買い物を楽しみました。特設ステージでは藤本一
精さん率いる「ニューヨークジェッツ」のダンスショー
や多彩なステージ披露が行われ、客席から歓声が沸き起
こっていました。

▲くまもとサプライズ　くまモン隊によるショー

高森中央小学校5年生
春に植えたお米を収穫
　10月５日に高森中央小学校 5年生が稲刈りを行いまし
た。6月に田植えしたもち米は、雨や風に倒れることなく、
頭が垂れるほどに実っていました。児童たちは自分たち
で植えたもち米の成長に大喜び。黄金色の稲に囲まれな
がら、一束ずつていねいに刈り取っていました。

▼一生懸命刈り取ったもち米でもちつきを行う予定です
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▲５周年の節目にたくさんの方が集まり親睦を深めた様子でした

阿蘇アート＆クラフトフェア
使い手と作り手の交流
　10月９日から 11日の 3日間、阿蘇フォークスクール
で「阿蘇アート＆クラフトフェア」が開催されました。
ＮＰＯ法人「阿蘇フォースクール」主催で７回目。竹細
工や革工芸、陶芸など九州内のさまざまなジャンルの工
芸家 110 人が出品。訪れた人は教室や廊下、体育館など
に展示された作品を一つ一つ熱心に見入っていました。

阿蘇ペンクラブ創立５周年記念祝賀会
創立から５年間の歩みを振り返る
　10月８日、高森田楽の里で「阿蘇ペンクラブ創立５周
年記念祝賀会」が行われました。代表会員福田章さんのあ
いさつのあと、熊本保健科学大学長・小野友道さんによる
講話や漫画家・川崎のぼるさんからのビデオレター、カル
デラ輝久山さんと瀬井真奈美さんによる民謡が披露されま
した。創立から５年間を振り返るビデオの上映も行われ、
会場は終始和やかな雰囲気につつまれていました。

▲訪れた人は作り方や使い方などを熱心に聞いていました

交通栄誉賞緑十字銅章
谷川今朝次さん（高森・横町）
　谷川今朝次さん（高森・横町）が交通栄誉賞緑十字銅
章を受章しました。９月 21日にあそ望の郷くぎので開催
された秋の交通安全運動出発式で表彰状の伝達が行われ
ました。谷川さんは、多年にわたり交通安全に尽力され
交通事故の防止と交通秩序の確立に貢献してきたことが
評価され今回の受章となりました。

高森町ナイターソフトボール大会
８チームが熱戦を繰り広げる
　10 月４日から５日にかけて、「高森町ナイターソフト
ボール大会」が町民グラウンドで行われ、各試合息詰まる
熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。優
勝／旭球友、準優勝／南球、最優秀選手賞／仁田水俊一（旭
球友）、優秀選手賞／甲斐朱音（南球）
なお、高森町ソフトボール協会では、来年度の登録チーム
を募集しています。協会事務局まで（62-1111 内線 115）

▼見事優勝した旭球友のみなさん

▼秋の交通安全運動出発式で谷川さんへ伝達されました
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暖
房
器
具
の
安
全
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
？

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

オウム真理教
犯罪被害者等給付金

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険

契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に

つ
い
て

●
設
置
場
所

・�

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣
類
等
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

・
カ
ー
テ
ン
等
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

・�

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
等
の
引
火
の
危
険
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い
。	 

●
使
用
方
法

・�

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
に
灯
油
を
給
油
す
る
場
合
は
、
必
ず
火
を

消
す
。
ま
た
、
溢
れ
出
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
給
油
中
は
そ

の
場
を
絶
対
に
離
れ
な
い
。

・�

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の
は
、
給
油
後
タ
ン
ク
の
ふ

た
を
確
実
に
締
め
、
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
で
き
る
だ
け
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
の
も
の
を

使
用
す
る
。

●
点
火
及
び
消
火
の
確
認

・�

点
火
後
は
、
炎
の
調
整
を
行
い
、
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

・�

就
寝
時
・
外
出
時
に
は
、
必
ず
完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。	 



●
点
検
・
整
備

・�

暖
房
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
十
分
な
点
検
・
整
備
を
行
い
、
安

全
装
置
等
が
故
障
し
て
い
る
場
合
は
、
販
売
店
等
に
修
理
を

依
頼
す
る
こ
と
。	

●
危
険
物
の
保
管

・�

灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も
の
、
又
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製

で
推
奨
マ
ー
ク
及
び
認
定
証
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
専
用
容
器

を
使
用
す
る
。
ま
た
、
容
器
に
腐
食
や
変
形
が
あ
る
場
合
は

使
用
し
な
い
。

・
給
油
後
は
必
ず
栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
封
保
管
す
る
。

・�

保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所
、
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所
、

温
度
変
化
が
大
き
い
場
所
を
避
け
る
。

　オウム真理教による犯罪により、亡くなられた方のご遺族、

障害が残った方及び傷病を負った方に給付金が支給されます。

申請期限は平成22年12月17日です。
※給付金の申請は、申請期限を経過したときはできません。

南
部
分
署

税
情
報

高
森
警
察
署

消
防

な
ん
で
も

知
っ
て
お
き
た
い

こちら

です!

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　
　

℡
６
２-

９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
警
察
本
部
広
報
県
民
課

　
℡
０
９
６-

３
８
１-

０
１
１
０（
内
線
２
１
９
３
〜
２
１
９
５
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金

の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上

の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
が
還
付
と

な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必
要
な
お
手
続
き
（
更
正
の

請
求
又
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の

お
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
阿
蘇
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還

付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税

対
象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税
の
納
税
額

が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.nta.go.jp
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じんけん

人権
人じ
ん

権け
ん

を
理り

解か
い

す
る
た
め
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

　

ま
ず
「
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
人じ

ん

権け
ん

は
何な

に

か
」
を
知し

る
こ
と
で
す
。

　
「
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
人じ

ん

権け
ん

が
分わ

か
ら
な
け
れ
ば
、
他た

人に
ん

に
加く

わ

え
ら
れ
た
、
差さ

別べ
つ

の
痛い

た

み
は
分わ

か
り
ま
せ
ん
」
ま
た
、
差さ

別べ
つ

に
対た

い

す
る
本ほ

ん

当と
う

の
怒い

か

り
と

共き
ょ
う
か
ん感
が
生う

ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
か
つ
て
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
加く

わ

え
ら
れ
た
次つ

ぎ

の
よ
う
な
こ
と

を
も
う
一い

ち

度ど

思お
も

い
出だ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と

・
仲な

か

間ま

は
ず
れ
に
さ
れ
た
こ
と

・
プ
ラ
イ
ド
を
傷き

ず

つ
け
ら
れ
た
こ
と

・
△
△
の
く
せ
に
、
と
言い

わ
れ
た
こ
と

・
容よ

う

姿し

の
こ
と
を
言い

わ
れ
た
こ
と

　

こ
の
よ
う
に
例れ

い

を
少す

こ

し
だ
け
あ
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
は
、
み
ん
な
差さ

別べ
つ

な
の
で
す
。

　

人じ
ん

権け
ん

の
大た

い

切せ
つ

さ
を
認に

ん

識し
き

し
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

権け
ん

の

大た
い

切せ
つ

さ
を
思お

も

え
ば
、
他ほ

か

の
人ひ

と

の
人じ

ん

権け
ん

の
大た

い

切せ
つ

さ
も
分わ

か
る
は
ず
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
差さ

別べ
つ

の
痛い

た

み
も
分わ

か
っ
て
く
る

と
思お

も

い
ま
す
。

　

同ど
う

和わ

問も
ん

題だ
い

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差さ

別べ
つ

も
正た

だ

し
く
知し

れ
ば
、
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

が
誤

あ
や
ま

っ
た
知ち

識し
き

や
古ふ

る

い
考か

ん
が

え
に
も
と
づ
く
不ふ

合ご
う

理り

な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分わ

か
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
社し

ゃ

会か
い

は
、
す
べ
て
の
人ひ

と

が
大た

い

切せ
つ

に
さ
れ
る
社し

ゃ

会か
い

で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
そ
の
一い

っ

歩ぽ

が
求も

と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国民年金だより

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か

　
人じ

ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部納付）・若年者納付猶予・学生納付特例の承
認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めたときよりも老齢基礎年金の受け取
り額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来、受け取る老齢
基礎年金を増額するために、10年以内であればさかのぼっ
て納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起
算して３年度目以降に追納されると、当時の保険料額に一
定の加算額が上乗せされます。
　また、追納する場合には、先に経過した月の分から順次
納めていただくことになります。

■お問い合わせ先　住民福祉課住民係　℡６２−１１１１（内線１２９）

追納したい
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

℡･

℻　

０
９
６-

３
６
５-

０
１
１
７

　

E-m
ail　

K
um

am
oto.saposute@

　
　
　
　

 m
ica.dti.ne.jp

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成
22
年
10
月

25
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命

の
方
で
す
。

○
請
求
受
付
期
間　

平
成
22
年
10
月
25
日
～

平
成
24
年
３
月
31
日

※
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

　

当
基
金
に
お
電
話
下
さ
い
。

○
受
付
時
間　
平
日（
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　

℡
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

０
３-

５
８
６
０-

２
７
４
８

　
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、
様
々
な
理
由
で
働
く
こ
と
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
や
自
信
を
な
く
し
て
い
る
方

を
始
め
と
し
た
概
ね
15
～
39
歳
の
若
者
や
ご

家
族
の
方
に
対
す
る
地
域
の
支
援
拠
点
で
あ

り
、
県
内
に
は
３
か
所
（
熊
本
市
、
玉
名
市
、

宇
城
市
）
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
自
分
に
合
っ
た
職
業
・
職

種
が
わ
か
ら
な
い
」「
就
職
に
不
安
が
あ
る
」

な
ど
、
働
く
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
行
動
に
踏

み
出
せ
な
い
若
者
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を

受
け
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
臨

床
心
理
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
あ
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
ま
す
。就
労
で
お
悩
み
の
方
は
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ー
さ
ぁ
）

○
対
象
地
域　

熊
本
県
全
域
（
荒
尾
市
、
玉

名
市
、
玉
名
郡
、
山
鹿
市
、
宇
土
市
、
宇

城
市
、
下
益
城
郡
、
天
草
市
、
上
天
草
市
、

天
草
郡
を
除
く
）

○
所
在
地　

熊
本
市
若
葉
１
丁
目
35–

18

　

ま
ち
の
駅
２
階

就
労
に
悩
む
若
者
を
応
援
し
ま
す

「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」

Tow
n Inform

ant Report

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

固定資産税第 4 期の納期限は 11 月 30 日（火）です。／高森町役場税務課

○
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科
学

校
生
徒

○
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
、
中
卒

（
見
込
含
）

○
受
付
期
限　

平
成
23
年
１
月
７
日
（
金
）

○
１
次
試
験
期
日　

平
成
23
年
１
月
22
日

　
（
土
）

○
１
次
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国
語
・
社

会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
及
び
作
文
）

○
１
次
試
験
場
所　

阿
蘇
地
域
振
興
局

○
２
次
試
験
期
日　

平
成
23
年
２
月
５
日
～

８
日
（
う
ち
指
定
す
る
１
日
）

○
２
次
試
験
種
目　

口
述
・
身
検

○
２
次
試
験
場
所　

北
熊
本
駐
屯
地

※
１
次
合
格
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。

※
生
徒
の
待
遇
な
ど
詳
し
く
は
自
衛
隊
熊
本

地
方
協
力
本
部
阿
蘇
地
域
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

阿
蘇
地
域
事
務
所

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

４
５
７
５

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
ヘ

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

入札結果（500万円以上）　　
入札日 工事名 契約金額（円） 工期 請負者

平成22年
10月8日

大戸ノ口・本河原線道路
整備測量設計業務委託

7,140,000 平成22年10月14日～
平成23年2月10日

(株)ヒライ・
　　コンサルタント

平成22年
10月8日

町営住宅火災報知設備
設置工事

5,512,500 平成22年10月14日～
平成22年12月12日 下田工務店

平成22年
10月14日

高森中央小学校外壁塗装
工事

9,712,500 平成22年10月20日～
平成23年1月17日 (株)こざき
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○
日
時　

12
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
場
所　

高
森
町　

芙
蓉
館

○
相
談
内
容　

家
事
問
題
、（
相
続
、
離
婚
、

親
子
関
係
な
ど
）
金
銭
問
題
、
登
記
の
手

続
き
、
い
じ
め
、
差
別
等
や
心
配
事
な
ど

※
相
談
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

○
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
（
田
上
寅
光
委

員
、
荒
牧
邦
彦
委
員
、
佐
藤
徹
委
員
、
藤

岡
ミ
キ
委
員
）

※
な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
今
回
の
特
設
相

談
日
以
外
で
も
、
自
宅
に
お
い
て
相
談
を

受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

人
権
同
和
啓
発
係
（
内
線
１
２
８
）

　

色
見
・
井
上
地
区
で
今
年
も
ピ
ン
ク
色
の

そ
ば
の
花
が
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
雄
大
な

根
子
岳
を
バ
ッ
ク
に
し
た
赤
そ
ば
畑
は
見
る

者
を
魅
了
し
ま
す
。
こ
れ
は
、村
上
庭
園（
熊

本
市
）
が
町
お
こ
し
の
た
め
に
な
れ
ば
と
植

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
赤
そ
ば
畑
」

を
ひ
と
目
見
よ
う
と
訪
れ
る
観
光
客
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。（
下
段
写
真
は
９
月
16
日

に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。）

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
高
森
町
教
育

委
員
に
平
田
ル
リ
子
さ
ん
（
高
森
・
旭
通
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
の
任
期

は
４
年
で
す
。

高
森
町
教
育
委
員

赤
そ
ば
畑
が
満
開
に

新しいＡＬＴのご紹介

氏　名　Xina Hudson（ジィーナ・ハドソン）
出身国　オーストラリア
高森のみなさんへ
　「ゲディメイト！」。これはオーストラリアン
のスラングで「こんにちは」という挨拶の言葉
です。私はシドニーから来て、高森町の新しい
ALT になったジィーナ・ハドソンです。この５
年間、阿蘇郡市内の色々な高校で英語を指導し
ました。今回初めて中学校と小学校で英語を教
えることになり、とても興奮しています。たく
さんの楽しい授業を教えたいと思います。
　趣味はアゼリア 21 で水泳やヨガをすること、
阿蘇山に登ること、阿蘇の美味しいレストラン
で日本の料理を食べること、日本語と熊本弁を
勉強することなどです。高森町の温泉や美しく
て自然に囲まれた景色が大好きです。ここで皆
さんと働き、生活できることは、とてもラッキー
だと感じています。皆さんと英語や日本語で話
すことを楽しみにしています。高森町の人たち
が私をとても暖かく歓迎してくれて、本当に感
謝しています。

Thank you very much!!

　9 月 18 日から 19 日
にかけて、荒尾市で「第
65 回熊本県民体育祭」
が開催されました。当
町からもたくさんの方
が競技に出場し熱戦を
展開しました。中でも、
荒尾市民プールで行わ
れた水泳競技に阿蘇郡

市の代表して出場した山村さんは見事１位に輝
きました。（敬称略）
男子 25 才以上 50m 平泳ぎ１位／山村純平（高
森・下町）

熊本県民体育祭で見事１位

平
ひら
田
た
　ルリ子

こ
さん

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

▲ピンク色に染まる赤そば畑（色見・井上地区）
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国民健康保険税第７期の納期限は11月30日（火）です。／高森町役場住民福祉課

Tow
n Inform

ant Report

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報
　

事
業
主
の
皆
様
、「
労
働
保
険
」
の
加
入

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す

る
保
険
制
度
で
す
。

　

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や
規

模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を

除
い
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
労
働
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
卸
・
小
売
業
、
飲
食
店
、

理
・
美
容
業
等
を
中
心
に
、
加
入
手
続
が
さ

れ
て
い
な
い
事
業
場
が
、
か
な
り
の
数
残
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
厚
生
労
働
省
で
は
、
年

間
を
通
じ
た
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
11
月

を
「
労
働
保
険
適
用
促
強
化
期
間
」
と
定
め

て
、
労
働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途
上
に
お

い
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必

要
な
労
災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失

業
し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お

け
る
育
児
及
び
介
護
休
業
給
付
等
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
速
や
か
に
保
険
の
加
入
手
続
き

　

10
月
14
日
、
南
小
国
町
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小

学
校
で
「
第
37
回
阿
蘇
郡
市
身
体
障
害
者
体

育
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
高
森
町
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
、
芦
北
町
岩
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
第
７
回
熊
本
県
障
が
い
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
高
森
町
チ
ー

ム
は
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続
き
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

ま
た
は
、
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

　
熊
本
県
最
低
賃
金
が
11
月
５
日
か
ら
改
正

に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
最
低
賃
金
額
は
、
時
間
額
６
４
３

円
で
す
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
労
働

者
（
臨
時･

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
み
ま
す
。
）
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ
て
い
る
最
低
賃
金

が
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
９
６-
３
５
５-

３
２
０
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
、
最
低
賃
金
。

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
・

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を高

たか

橋
はし

克
かつ

也
や

・殺人、　殺人未遂
・逮捕監禁致死

平
ひら

田
た

　信
まこと

・逮捕監禁致死
・爆発物取締罰則違反

菊
きく　ち

地直
なお

子
こ

・殺人、殺人未遂

■
熊
本
県
警
察

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

▲見事優勝を果たした高森町代表の
　みなさん

▲11月に鹿児島県で行われる九州
　大会に県代表として出場します
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肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

歌
詠
み

無
人
駅　

空
き
缶
に
花
活
け
て
あ
る	

岡
本　

琴
司

う
す
ぬ
く
さ
届
け
て
あ
っ
た
空
財
布	

佐
藤
多
可
雄

ア
ラ
左
向
い
た
ら
忘
れ
と
る	

後
藤　

愛
子

無
人
駅　

Ｓ
Ｌ
好
き
に
乗
っ
取
ら
れ	

市
原　

正
成

う
す
ぬ
く
さ　

代
理
で
座
る
床
柱	

桐
原　

白
酔

ア
ラ　

入
れ
て
良
か
っ
た
折
り
た
ゝ
み	

馬
原　

馬
笑

無
人
駅
ポ
チ
が
知
っ
と
る
時
刻
表	

後
藤　

信
子

ア
ラ　

出
戻
っ
て
き
た
お
中
元	

藤
本　

無
心

ア
ラ　

私
の
傘
が
さ
ろ
き
よ
る	

松
山
キ
ヨ
子

う
す
ぬ
く
さ　

僕
の
釣
果
で
無
ァ
魚
拓	

浦
塚　

南
天

俳
　
　
句
（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

た
ま
ゆ
ら
に
闇
夜
を
照
ら
す
初
蛍	

瀨
田　
　

博

落
ち
蝉
に
手
を
添そ

え
れ
ば
鳴
き
て
飛
ぶ	

後
藤　

法
龍

咲
き
初
め
し
コ
ス
モ
ス
街
道
恵
雨	

本
田　

訓
子

夕
日
落
つ
稜
り
ょ
う
線
ま
ぶ
し
秋
の
色	

岩
下　

京
子

金
婚
の
重
陽
節
句
の
祝
受
く	

本
田　

初
雄

夕
暮
の
空
に
下
弦
の
月
冴
ゆ
る	

森　
　

政
隆

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の
立
場

か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た
際

（
12
月
中
配
達
）、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

お
渡
し
下
さ
い
。
も
し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
後
日
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

℡
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対

象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を
目
的

と
し
た
講
習
会
を
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
に
て
実
施
し
ま
す
。

○
受
講
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
方　

①

就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後
す
ぐ
に
仕

事
に
就
き
た
い
方　

②
全
日
程
出
席
で
き

る
方　

③
熊
本
県
内
在
住
の
方　

④
現
在

学
生
で
は
な
い
方　

⑤
過
去
に
同
一
内
容

の
当
セ
ン
タ
ー
の
技
術
講
習
会
を
受
講
し

て
い
な
い
方
等

○
内
容　

平
成
23
年
１
月
17
日
（
月
）
～

２
月
16
日
（
水
）
の
昼
間
。
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
か
ら
表
計
算
ソ
フ
ト
「Excel

」

の
習
得
ま
で
。
パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の

検
定
試
験
を
実
施
。

○
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
・
検
定
料
と
し

て
１
２
，
０
０
０
円
程
度
必
要
）

○
定
員　

20
人（
選
考
に
よ
り
受
講
者
決
定
）

○
申
込
受
付
日
時　

12
月
７
日
（
火
）、
８

日
（
水
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

○
申
込
受
付
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
５
５-

４
３
０
９

●
●
霜
月

　

健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
11
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

月
曜
日　
メ
ニ
エ
ー
ル
病

　

火
曜
日　

多
剤
耐
性
菌
っ
て
何
？

　

水
曜
日　
あ
な
た
も
タ
バ
コ
を
止
め
ら
れ
ま

　
　
　
　
　

す
！

　

木
曜
日　
人
口
歯
で
歯
並
び
を
整
え
る

　

�

金
曜
日　
生
理
痛
に
つ
い
て

　

土
・
日
曜
日　
性
交
痛
に
つ
い
て

℡
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ
ツ
ー
ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

古
い
電
話
帳
の
回
収
・
紙
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

パ
ソ
コ
ンExcel

（
表
計
算
３

級
）
技
術
講
習
会
受
講
者
募
集
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

あなたの
血糖は大丈夫ですか？

　高森町では、平成 22 年度特定健診を７月に実施し、結果説明会を９月の中旬に実施しました。
また 10 月 30 日には追加健診を実施しました。
　町の集団健診を受診される以外にも、かかりつけの病院での定期健診・人間ドックなどで日々自
分自身の体の状態を確認されているのではないでしょうか。
　そんな健診の中で、今回は糖の検査に注目してみましょう。

糖
尿
病
の
症
状
と
は

　

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
病
気
の
一
つ

に
「
糖
尿
病
」
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
の

症
状
に
は
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
　

○
お
し
っ
こ
が
泡
立
つ

　
　

○
尿
検
査
で
糖
が
で
る

　
　

○
目
が
み
え
な
く
な
っ
て
く
る

　

こ
れ
ら
は
糖
尿
病
の
症
状
で
す
が
、
既

に
症
状
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
出
て
く
る
症

状
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
で
は
、
糖
尿
病
の

初
期
症
状
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
　

○
手
足
の
む
く
み

　
　

○
手
足
の
し
び
れ

　
　

○
物
忘
れ

　
　

○
胃
腸
の
調
子
が
悪
い

　
　

○
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
め
ま
い

　
　

○
冷
え
る
、
ほ
て
る
、

　
　
　

異
常
に
汗
を
か
く

　
　

○
足
の
感
覚
の
違
和
感

　

こ
れ
ら
は
症
状
の
一
部
で
す
が
、
体
調

が
悪
い
と
き
に
で
て
く
る
症
状
に
似
て
い

す
。
こ
の
た
め
体
調
不
全
で
は
な
く
糖
の

初
期
症
状
だ
っ
た
と
し
て
も
、
見
逃
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、糖
尿
病
の
方
の
実
に「
３

人
に
１
人
は
自
分
が
糖
尿
病
だ
と
気

づ
い
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
診
で
発
見
を

　

糖
尿
病
は
初
期
症
状
か
ら
は
、
見
逃
す

こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。
で
は
、
ど
う

す
れ
ば
初
期
の
段
階
で
発
見
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
く
る
の
が
、
定
期
健
診
で
す
。

　

自
覚
症
状
で
見
つ
け
に
く
い
か
ら
こ
そ
、

定
期
的
に
自
身
の
状
態
を
確
認
し
、
い
ち

早
く
発
見
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

健
診
で
糖
の
状
態
を
知
る
に
は
『
血

糖
』、『
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
』
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
血
糖
を
調
べ
る
検
査
で
す
が
、

意
味
合
い
が
少
し
違
っ
て
き
ま
す
の
で
こ

こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
血
糖（
正
常
値
～
99
㎎
／
㎗
）

　

夜
食
べ
た
食
事
が
ど
れ
く
ら
い
血
液
中

に
残
っ
て
い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。
そ
の

場
そ
の
場
の
処
理
が
出
来
て
い
る
か
を
調

べ
る
検
査
に
な
り
ま
す
。

○
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ（
正
常
値
～
５・１
％
）

　

測
定
日
か
ら
１
～
２
ヶ
月
の
体
内
の
糖

の
平
均
値
を
表
し
て
お
り
、
こ
の
数
値
が

高
い
と
、
日
常
的
に
血
糖
が
高
い
こ
と
を

表
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
が
高
い
場
合
は
、
今

後
糖
尿
病
へ
移
行
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
今
年
の
健
診
結
果
を
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
結
果
の
高
か
っ
た
方
は
、
役
場
で

教
室
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

（
内
線
１
２
６
・
１
２
７
）
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休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

11月14日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

11月21日 渡 邊 内 科 ℡ 67-1777

11月23日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

11月28日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

12月  5日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

12月12日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

■11月14日～12月12日分

19 Public Information

2010年 9月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］

色　見・西　丁
高　森・旭　通
高　森・　森　
菅　山・栃　原
高　森・昭　和
高　森・横　町
高　森・村　山
　中　・中　村
矢津田・小　村

［ 死 亡 者 ］

𡧃藤　茂吉
立石コハル
岩下　一良
濱田ツキエ
畑中　方子
後藤　幸充
田上タツモ
甲斐　ウメ
本田　利江

［年齢］

80
68
85
95
83
84
82
95
83

［ 御 遺 族 ］

𡧃藤セツ子
立石　克典
岩下ユミ子
濱田　靖夫
畑中啓二郎
後藤嘉津子
田上　幸納
甲斐喜代紀
本田　利直

▶猛暑が過ぎ去り、朝・夕の冷え込みを感じるような季節
になりました。例年に比べて、秋が短かったような気がし
ます。▶10月からの増税に伴い、大幅に値上げとなった
タバコ。愛煙家の方たちにとっては厳しい状況になりそう
ですが、これを機にやめようと考える方も増えてきている
ようです。

平成22年9月30日現在

の
人
口

人口／7,176人（ー16）
男性／3,446人（±0）
女性／3,730人（－16）
世帯／2,780戸（－3）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

11月16日～12月15日

おくやみ
もうし
あげます

●11月17日（水）
　血管若返り教室（高森総合センター）／9:30～
●11月21日（日）
　第34回阿蘇郡市町村対抗駅伝大会
　（阿蘇郡市一円）
●11月22日（月）
　野菊の会（朋遊館）／9:30～
●11月25日（木）
　役場支払日
●11月26日（金）
　年金相談（高森総合センター）
　／10:00～15:00
●12月1日（水）
　高森東保育園おゆうぎ会（高森東小学校体育館）
　／9:00～
●12月4日（土）
　色見保育園おゆうぎ会（高森総合センター）
　／9:00～
●12月6日（月）
　役場支払日
●12月15日（水）
　役場支払日

●町社会福祉協議会へ（敬称略）

［香典返し］
甲斐喜代紀　　濱田　靖夫
後藤嘉津子　　畑中啓二郎

●広報寄付料（敬称略）

田上　満則（上益城郡山都町）

お詫びと訂正
　広報たかもり10月号の７ページ「ダイヤモンド婚夫婦表彰式」の

中で、下記のとおり誤りがありましたのでお詫びして訂正します。

（誤）栗屋興志雄さん　栗屋ミネ子さん
　　　　　　　　　　　↓
（正）栗屋興志雄さん　栗屋フミ子さん
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10
月
２
日
、
昨
年
ま
で
の
「
た
か
も
り
秋
の

味
ま
つ
り
」
に
郷
土
芸
能
の
披
露
や
花
火
大
会

を
盛
り
込
ん
だ
「
サ
イ
コ
ー
高
森
！
秋
の
味
ま

つ
り
＆
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
観

光
協
会
（
堀
健
祐
会
長
）
な
ど
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
主
催
。

　

午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
う
ろ
ん
こ
ろ
ん
」

町
内
散
策
で
は
、
猿
田
彦
大
神
な
ど
の
高
森
の

歴
史
あ
る
史
跡
な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
を
地
元
ガ

イ
ド
が
案
内
。

　

夕
方
か
ら
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
田
楽
や

や
ま
め
、
阿
蘇
あ
か
牛
な
ど
の
特
産
品
を
販

売
。
ま
た
、
前
原
仁
田
神
社
獅
子
舞
の
舞
い
を

皮
切
り
に
、
米
の
す
く
い
取
り
大
会
や
五
町
向

上
会
に
よ
る
に
わ
か
競
演
な
ど
が
行
わ
れ
、１
，

３
６
１
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
高
森
の
夜
空
を

美
し
く
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
空
く
じ
な
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
来
場
者
は
高
森
の
秋
を
心
行
く
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
イ
コ
ー
高
森
！

 

秋
の
味
ま
つ
り

　
　

  

＆
収
穫
祭


